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本研究の目的は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯である[1]。◯◯◯の解析は、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯を用いて行った[2]。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。
◯◯◯について、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯を比較したところ、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯が明らかになった。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯、◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯。（日本語フォントはMS明朝、英語フォントにはTimes New Roman‥‥11 pt）
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Streptothricin (ST) and its related compounds produced by Streptomyces strains are broad-spectrum antibiotics that consist of carbamoylated D-gulosamine, amino-acid side chain, and streptolidine lactam moieties[1]. BD-12, a streptothricin-related antibiotic, has a glycine-derived side chain and two N-methyl groups, whereas ST-F carrying the L-β-lysine side chain has no methyl group[2]. In our previous studies, we identified and characterized the BD-12 and ST biosynthetic gene clusters. Here we report XXXX, XXXXXX XXXXXXXXX XXXXX. XXXXXXX, XXXXXXXXXXXXX, XXXXXXXXXXXX. XXXX, XXXXXX XXXXXXXXX XXXXX. XXXXXXX, XXXXXXXXXXXXX, XXXXXXXXXXXX. XXXX, XXXXXX XXXXXXXXX XXXXX. XXXXXXX, XXXXXXXXXXXX. (Times New Roman‥‥11 pt)
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